
【意見】

小学校の違いにより購入品の種類に差異があったりするのは何故でしょう？

市の方針で学校単位で決めてよいとなっているのでしょうか？もしそうだとした

ら、学校単位でということは校長単位の判断との認識でよろしいでしょうか？

私の誤認でしたら申し訳ないですが、購入品を絶対に指定した業者で購入しなけ

れば行けないとすると学校側と業者間でなにかあるのではと勘違いでする方もいる

のではと思いますので説明を入れて頂きたいと思います。

一つは子供全員が揃っているものを持つことでいじめ等の原因を避けれる等理由

があると思いますが。民間では色々な説明の基にルールに従わなければならないこ

とが多々ありますので背景、目的、理由、結論、結果等詳細に記載します。

市でも詳細な説明の記載をお願いします。

男性３０代：市内在住

【回答】

市内各学校は、同じ教科書を主たる教材とし、小学校学習指導要領に基づいて計

画を作成の上、学習を行っております。それぞれの学習の時間は、各学校の計画に

より教材教具を工夫して指導の充実に努めておりますので、どのような教材教具等

を使用するかは、各学校（校長）が判断しております。

小学校入学時の購入物品についても、指導効果を考えて、各学校で物品等を決め

てあっせんしております。また、学校生活の導入時期は、次のような理由で指定さ

せていただいている物品もあります。

◯ 扱いやすい文具を選択した結果、一般の文具と規格が違う。

◯ 一般の文具はキャラクターなど色々な飾りがあって児童の気が散ってしまう

こともあるので、最初はシンプルな物がよい。

◯ 算数セットやノートなどは、指導上、同じ物でないと説明が何通りにもなり、

子どもたちが理解しにくくなってしまう。

◯ 他の子と違った物を使っている事を気にして不安を感じてしまう子もいる。

このほか、全く同じでなくても同様の物でよい場合は、家にある物や市販の物な

どを入学までに準備していただくようになっております。

各学校は、上記の理由のほか、保護者の皆様が購入を一箇所でできることなどか

ら、入学説明会時に物品の購入をあっせんしております。

以上申し上げましたことが、保護者の皆様により分かりやすくお伝えできるよう、

各学校にお願いしてまいります。
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